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職
員
採
用
試
験
の

茄
舩
応
叫
実
施
に
つ
い
て

睦
吹
釧
改
蛇

次
の
要
領
で
金
水
川
職
凸
の
採
用
拭

叱
琶
鰄
趣
叫
験
を
行
な
い
ま
す
。

韮
銚
雌
伽
州
一
、
受
験
資
格

よ
葉
出
く
く
金
木
川
に
塒
化
し
て
い
る
将
で
年
齢

い
ゞ
両
の
。
人
人

柵
卜
八
歳
以
上
（
今
春
間
校
卒
業
者

式
”
岬
佃
吐
血
価

を
含
む
）
・
・
卜
侃
歳
ま
で
の
女
子
。

鰄
岬
嘩
咋
媚
怖
岬
一
一
、
受
付
期
間

昭
和
四
十
流
年
一
川
・
・
卜
六
川
か
ら

一
儒
或
繩
岬
幟
帆
・
・
月
十
Ⅱ
旺
午
ま
で
。

人
細
堆
仙
誠
螂
州
三
、
採
用
予
定
人
員

①
一
般
事
務
職
幽
二
科
②
タ
イ
ビ

マ
ー
眺
椹
碓
恥
噸
、
ス
ト
一
名
③
咄
紺
交
換
手
一
々
、

犯
砂
吋
姓
恥
伽
で
心
（
い
ず
れ
も
未
経
賊
蒋
で
も
よ
い
）

つ
唾
や
賊
付
金
幻
乱
四
愛
吟
畷
よ
う
と
す
る
背
は
、
①
採
川

《
《

↓
｜
Ｖ

願
凸
②
糎
雁
＃
③
卒
業
祇
明
伸

び
会
議
派
と
宵
④
成
紘
祉
哨
Ⅱ
各
遍
を
受
付
期
間

飛
地
州
礎
皿
州
繩
罐
場
総
務
課
ま
で
提
出
し
て
下

に
耐
民
雄
牢
伽
五
、
試
験

舩
州
》
匪
州
却
誕
岬
輔
昨
綱
鯲
皿
催
削

に
恥
総
娃
鋤
赴
応
じ
飛
紀
試
験
を
行
な
う
こ
と
も
ぁ

脈
唖
心
柾
榊
恥
鍍
梱
瀞
祁
品
役
搬
鋤
大
会
議
室

Ｊ
も
柳
卦
稚
暉
郷
娠
噺
六
、
採
用
時
期
昭
和
叫
卜
近
年
四
月

州
峠
碑
唾
咋
砕
恥
昨
七
肺
鯆
耀
び
採
川
省
に
つ
い
て

岬
謹
北
錘
峰
鈍
餉
は
、
本
人
に
文
股
肌
で
通
知
。

離
会
な
肋
昭
和
四
十
瓦
年
一
月
ｒ
七
日

金
木
町
長
三
上
武
男
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し
上
げ
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
昨
年
は
岡
の
内

外
を
問
わ
ず
、
叫
賭
さ
ま
ざ
ま
な
川
来

酬
か
あ
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
ア
ポ

ロ
Ⅲ
《
率
胞
号
の
月
芯
陸
や
大
学
紛
抽
、

年
末
の
総
選
挙
な
ど
が
雌
も
国
民
の
関

心
を
集
め
た
出
来
聯
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。わ

が
金
木
川
に
お
い
て
は
、
金
小
プ

ー
ル
・
の
光
成
、
徴
林
将
の
移
岻
新
築
、

今
定
博
君
の
長
崎
脚
体
測
校
爪
吐
あ
げ

優
勝
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
な
ん
と
い

っ
て
も
役
場
庁
舎
の
新
築
完
成
が
雌
大

の
出
来
邪
で
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
役
勤
庁
舎
の
光
成
を
契

機
と
し
て
、
心
機
一
転
職
寅
を
全
う
す

る
た
め
頑
張
り
た
い
と
間
く
決
意
し
て

お
り
ま
す
。

思
え
ば
、
私
か
昭
和
三
十
七
年
川
月

町
艮
の
職
務
を
任
せ
ら
れ
て
か
ら
八
年

に
な
る
わ
け
で
す
か
、
そ
の
間
、
糊
に

派
閥
の
解
消
と
町
民
融
和
を
念
孤
に
価

き
、
町
民
柵
祉
の
向
上
の
た
め
、
い
ろ

い
ろ
な
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

そ
し
て
、
、
金
木
展
脇
の
脚
煙
、
岡
岱

小
田
川
展
業
水
利
邪
業
の
諦
工
、
開
中

学
校
の
新
築
、
股
業
椛
造
改
善
事
業
の

実
施
、
・
川
倉
・
蒔
川
児
亜
館
の
処
投
、
，

金
木
町
長

三
上
武
男

今

壇
●

麺｡坪韓

蕊 塞
昭
和
四
十

五
年
を
迎
え

町
民
の
皆
さ

ん
に
樅
ん
で

新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
を
叩

喜
良
市
保
育
所
の
姓
投
へ
喜
良
市
診
療

所
の
新
築
、
金
小
プ
ー
ル
の
建
設
、
帝
町

営
住
宅
団
地
の
造
成
、
役
場
庁
舎
の
新

築
な
ど
、
爪
要
な
懸
案
を
ど
う
に
か
解

決
で
き
ま
し
た
の
は
、
町
議
会
、
町
民

各
位
の
ご
即
解
ご
協
力
の
賜
と
心
か
ら

感
謝
の
念
を
禁
じ
好
ま
せ
ん
。

今
後
の
金
木
町
の
残
さ
れ
た
課
胆
と

し
て
は
、
町
税
の
標
堆
税
率
化
に
よ
る

減
税
、
公
民
館
の
廸
投
、
上
水
道
の
設

樋
、
危
険
校
舎
の
解
澗
呼
女
、
雌
問
か

川
械
し
て
お
り
ま
す
が
、
私
は
こ
れ
ら

の
一
日
も
早
い
実
現
を
強
く
念
願
し
て

お
り
ま
す
。
《
民
嫁
．

当
面
は
、
水
川
の
一
割
減
反
が
大
き

な
間
脳
と
な
り
ま
す
か
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
国
、
鼎
の
肋
向
を
注
意
深
く
見

守
り
、
椣
亜
に
対
処
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

年
航
に
あ
た
り
、
所
侭
の
一
端
を
叩

し
述
べ
、
町
民
の
特
さ
ん
の
ご
健
峨
を

お
祈
り
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し

ま
す
。

上
げ
ま
す
、
』

昨
年
は
、
わ
が
金
木
町
に
と
っ
て
、

行
政
セ
ン
タ
ー
と
も
い
う
べ
き
役
場
庁

舎
か
完
成
し
た
妃
念
す
べ
き
年
で
あ
り

ま
し
た
。
一
．
居
は
気
を
移
す
」
と
い
う

４
泊

灘
灘

金
木
町
議
会
議
長

腺
川
一
実

一
九
七
Ｑ

年
の
新
作
を

迎
え
町
民
の

皆
嫌
に
心
か

ら
お
祝
い
の

言
葉
を
叩
し

1

明
治
三
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
明
治

四
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
人

で
、
昭
和
三
十
六
年
国
民
年
金
制
度
発

足
当
時
、
加
入
し
な
か
っ
た
人
た
ち
が

そ
の
後
制
岐
の
趣
旨
を
即
解
し
加
入
を

希
望
す
る
人
か
多
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
反
映
さ
れ
、
今
回
給
付
額
夫

婦
二
万
円
年
金
実
現
を
柱
と
す
る
国
民

年
金
法
の
大
巾
改
唯
を
機
会
に
加
入
を

再
開
す
る
こ
と
か
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

か
、
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
加
入
で
き
る
人

明
治
三
十
九
年
四
川
二
日
か
ら
明
治

四
十
山
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
人

で
、
現
に
他
の
公
的
年
金
（
厚
生
年
金

船
幽
保
険
、
各
種
共
済
組
合
及
び
股
林

漁
業
剛
体
職
員
共
済
組
合
）
に
加
入
し

て
い
た
り
、
他
の
制
度
か
ら
老
齢
（
通

算
老
齢
）
給
付
を
受
け
る
こ
と
か
で
き

こ
と
わ
ざ
も
あ
り
ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ

は
、
議
会
に
課
せ
ら
れ
た
寅
務
の
重
大

さ
を
い
よ
い
よ
深
く
肝
に
銘
じ
、
町
民

の
負
托
に
こ
た
え
な
け
れ
ば
と
決
意
を

新
た
に
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
現
下
の
社
会
情
勢
は
〃
激

励
″
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
に
ふ

さ
わ
し
く
、
激
し
い
勢
い
で
移
り
変
わ

っ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
派
生
す
る

間
幽
も
裡
雑
多
岐
に
わ
た
り
、
政
治
の

担
当
す
る
分
野
も
ま
す
ま
す
拡
大
し
て

お
り
ま
す
。

し
た
か
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
地
方
政
治

を
拙
当
す
る
者
も
、
時
代
の
進
股
に
即

応
で
き
る
鋭
い
感
雌
を
盤
い
、
住
民
の

蝿
ん
で
い
る
も
の
は
何
か
と
い
う
こ
と

国
民
年
金

高
齢
者
の
任
意
加
入
の

再
開
に
っ

る
人
を
除
き
ま
す
。

二
、
加
入
の
申
出
期
間

昭
和
四
十
五
年
一
川
五
川
か
ら
昭
和

四
十
五
年
六
月
末
日
ま
で
。
（
こ
の
期

間
以
後
は
受
皿
い
た
し
ま
せ
ん
。
）

三
、
保
険
料

一
カ
月
に
つ
き
七
（
○
円
。

四
、
保
険
料
を
納
付
す
る
期
間

五
カ
年
。
（
叩
し
出
を
し
、
保
険
料

納
付
済
期
間
が
侃
年
に
迷
し
た
と
き
受

給
椎
が
発
生
し
ま
す
。
）

五
、
給
付
額

月
額
二
、
五
○
○
円
（
年
獅
・
○
、

○
○
○
円
）
の
老
齢
年
金
か
支
給
さ
れ

ま
す
。な

お
、
不
瀞
な
点
や
疑
問
な
点
が
あ

り
ま
し
た
な
ら
役
賜
町
民
課
の
阿
民
年

金
係
に
お
た
ず
ね
Ｋ
・
さ
い
。

を
正
し
く
掌
握
し
、
そ
の
任
に
当
た
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

現
在
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
総
合
股
政

の
展
開
、
と
り
わ
け
、
水
川
の
一
刑
減

反
の
問
題
は
、
稲
作
を
蚊
大
の
経
済
坐

盤
と
す
る
わ
が
金
木
町
に
と
っ
て
ゆ
る

が
せ
に
で
き
な
い
問
題
で
あ
り
、
わ
れ

わ
れ
は
一
致
し
て
股
家
の
立
賜
に
血
ち

そ
の
処
即
に
当
た
る
決
怠
で
す
。

い
た
ず
ら
な
対
立
抗
軸
を
さ
け
、
町

民
の
声
を
眼
し
く
反
映
す
る
町
政
の
確

立
に
さ
ら
に
努
力
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
い
っ
そ
う
の
ご
べ
ん
た

つ
ご
拓
導
を
お
願
い
叩
し
上
げ
、
新
作

の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

い

て

必
Ｈ
月
会
と
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
が
寄
金

ｌ
歳
末
助
け
合
い
寄
金
ｌ

州
っ
て
い
る
人
た
ち
に
少
し
で
も
梨
￥

し
い
帷
月
を
お
く
っ
て
も
ら
お
う
と
い
￥

う
こ
と
で
始
め
ら
れ
て
い
る
歳
末
助
け

合
い
奇
金
に
、
名
月
会
（
火
橘
み
ん
会
一

隆
）
か
一
万
円
、
金
木
ロ
ー
ク
リ
ー
ク
ー

ラ
ブ
（
岫
海
健
吉
会
長
）
が
二
万
円
寄
一

金
し
ま
し
た
。

価
例
の
新
年
名
刺
交
換
会
は
一
月
一

日
午
的
十
一
時
か
ら
役
場
で
行
な
わ
れ

百
三
十
人
か
出
恥
し
盛
会
で
し
た
ｕ

一
・
王
町
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
化
川

一
氏
、
陳
川
町
議
会
議
長
、
川
下
金
木

職
林
鰐
長
、
片
寄
金
水
瞥
察
署
長
、
高

橘
商
Ｋ
会
長
が
新
年
の
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。

避鞍蕊I

新
年
名
刺
交
換
会

１
１
▽
ｂ
ｊ
〃
肌
Ｉ
行
帆
い
リ
イ
、
’
夙
ｆ
Ｉ

【
新
年
名
刺
交
換
会
】

百
三
十
人
が
出
席

■

(2）
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第
五
十
三
回
定
例
町
議
会
は
十
二
月

十
七
日
招
集
さ
れ
、
昭
和
四
十
四
年
度

一
般
会
緋
補
正
予
算
な
ど
九
縦
案
を
隙

案
ど
お
り
可
決
し
、
十
九
日
閉
会
し
ま

し
た
。可

決
さ
れ
た
主
な
議
案
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

㈲
昭
和
四
十
Ⅷ
年
度
金
木
町
一
般
会

誹
袖
正
予
算
（
四
千
百
五
刀
五
千
円
を

追
加
、
予
算
総
額
を
四
他
五
千
八
面
三

十
七
万
六
千
円
と
す
る
。
主
な
内
容
は

職
口
の
給
与
改
訂
分
八
百
万
円
、
稲
作

特
別
対
策
邪
業
費
一
千
七
百
八
十
七
万

八
千
円
、
膿
梁
川
施
投
災
将
復
川
曲
七

百
六
十
八
万
四
千
円
（
流
木
巻
橘
梁
三

百
二
十
五
万
三
千
円
、
州
ノ
山
醐
筒
工

百
九
十
三
万
五
千
円
、
向
川
水
路
二
百

川
十
九
万
六
千
円
）
な
ど
で
す
。
）

口
金
木
町
職
幽
の
給
与
条
例
の
改
正

（
人
堺
院
勧
告
に
準
じ
て
、
職
風
の
給

与
を
平
均
一
○
・
七
％
引
き
上
げ
る
も

の
）

【
提
案
理
由
を
説
明
す
る
三
上
町
長
】

■
一
宇
垂
？
■
・
■
■
『
■
■

■
白
熊
醇
押
等
■
や
■
●
■
■
●
●
■
。

②
股
業
を
と
り
ま
く
怖
勢
が
厳
し
く
な

言
識
黙
議
塞
蔭
霊
謙
識

恥
灘
誰
蕊
↑
蒋
熟
：
罷
蕊
蕊
駕
ぷ
一
・
ざ
巽
識
鳶
謂
・
竈
罵
雛
罷
常
合
併
問
題
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
（
こ

れ
ま
で
数
回
研
し
合
い
を
し
た
か
、
恩

教
育
委
員
に
今
氏
が
再
任
う
ょ
う
に
雌
腿
し
な
か
っ
た
．
し
か
し

あ
き
ら
め
た
わ
け
で
は
な
く
、
今
従
も

議
会
は
十
二
月
㈲
救
命
委
凸
任
命
に
つ
き
同
恵
を
求
努
力
す
る
っ
も
ｎ
で
あ
る
。
）

和
四
十
四
年
度
め
る
件
（
今
松
雄
険
を
再
任
）
③
町
耕
の
超
過
課
税
を
や
め
て
、
標
準

ど
九
縦
案
を
隙
岬
間
定
費
雌
評
佃
撫
査
委
国
会
委
曲
税
率
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。
（
財
政

九
日
閉
会
し
ま
逃
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
件
（
川
海
邪
怖
と
に
ら
み
合
わ
せ
、
前
向
き
の
饗

・
保
与
氏
を
選
任
）
勢
で
検
討
し
た
い
。
）

案
は
つ
ぎ
の
と
ま
た
、
一
般
質
問
に
は
伊
藤
消
慈
、
①
術
防
諜
を
役
群
す
る
の
は
金
木
町
単

沢
川
茂
、
川
叩
盟
職
、
棟
方
兼
夫
、
占
独
で
は
無
剛
な
の
で
、
澗
防
の
広
域
化

金
木
町
一
般
会
崎
旺
光
、
川
中
郷
古
の
六
談
貝
か
立
ち
を
図
る
べ
き
だ
と
思
う
か
、
ど
う
か
。

五
刀
五
千
円
を
あ
ら
ま
し
つ
ぎ
の
よ
う
な
質
疑
応
答
が
（
隣
接
市
町
村
と
冊
し
合
っ
て
み
た

他
五
千
八
面
三
あ
り
ま
し
た
ｃ
（
カ
ッ
コ
内
は
答
弁
）
い
つ
）

。
主
な
内
容
は
①
水
川
の
一
削
減

【
議
場
風
景
】

－
９
０
８
．
１
〃
７
１
１
Ｊ
、
が
ｎ
脚
・
言
。
ｒ
』
。
ご
Ｃ
Ｄ
一
、
１
ｆ
ｆ
ｆ
Ｉ
Ｊ
１
Ｉ
些
弓

①
水
川
の
一
割
減

反
に
ど
う
対
処
す

る
の
か
。
（
全
国

一
祁
減
反
に
は
反

対
で
あ
る
。
し
か

し
、
ど
う
し
て
も

と
い
う
こ
と
に
な

れ
ば
、
縦
会
、
股

業
剛
体
な
ど
と
も

よ
く
相
談
し
て
、

雌
辨
の
方
法
を
洲

じ
た
い
。
）

韮

鴬

■

⑤
庁
舎
内
の
課
の
配
慨
に
血
脈
で
な
い

面
か
あ
る
。
（
繩
の
配
世
に
つ
い
て
は

再
検
討
し
て
み
る
。
）

⑥
公
民
伽
の
雌
没
は
ど
う
進
め
る
の
か

（
旧
営
林
弱
庁
舎
の
貸
与
申
請
を
川
し

て
お
り
、
当
ｍ
こ
れ
を
中
央
公
民
館
に

し
、
砺
瀬
、
阿
艮
巾
に
も
新
築
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
）

⑦
乳
幼
児
の
朕
搬
出
を
無
料
に
す
べ
き

で
あ
る
。
（
乳
幼
児
た
け
で
な
く
、
雌

雄
州
、
尚
齢
凋
の
十
判
給
付
も
考
え
て

い
る
。
）

昭
和
叫
卜
叫
年
皮
の
金
木
町
に
お
け

る
典
何
弗
金
は
特
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
Ｈ
棟
額
の
・
・
十
八
〃
・
・
千
円
辛
』
・
・
・
Ｆ

川
面
七
十
円
こ
え
る
二
１
八
刀
流
千
山

百
七
十
円
集
ま
り
ま
し
た
。

千
円
以
上
の
が
付
朽
は
次
の
と
お
り

蝶
踊
溌
溌
醐
溺
鰯
箇
１
岬
川
訓
川

価
幽
を
辞
任
し
た
川
巾
勝
雄
氏
の
後
任

に
、
巾
村
本
真
氏
か
一
月
一
冊
付
け
で

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
中
村
氏
か
就
任
を

受
譜
し
た
こ
と
に
よ
り
町
縦
会
縦
幽
の

資
格
は
、
肋
的
に
な
く
な
り
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
員
に

中
村
本
立
氏

共
川
券
金

目
標
刎
を
こ
え
る

１
１
１
１

野
上

園
の
つ

村
ご
う

中
で
Ⅶ

Ｋ

定
資

で
す
。

再
良
巾
小
学
校
三
千
五
百
八
十
六
円

川
、
小
学
校
一
千
五
百
ｂ
円
、
金
木
中

学
校
近
千
川
百
・
千
九
円
、
金
木
南
中

学
校
川
千
六
丙
三
川
、
川
町
有
造
さ
ん

一
千
円
、
伊
藤
ふ
さ
さ
ん
一
千
円
し

９
Ｌ
噂
夕
や
も
ｓ
Ｆ
９
ｂ
■
グ
ー
も
鼻
寺
■
。
●
命
Ｌ
９
０
Ｔ
ａ
ｆ
ｇ
Ｈ
０
ｄ
凸
Ｔ
ｂ
■
Ｊ
１
且
●
ｐ
Ｐ
ｃ
ｐ
〃
■
◇
■
夕
。
。
Ｕ
夕
■
■

五
所
川
原
叫
税
事
務

て
所
で
は
昭
和
凶
十
五
年

の
い
岬
繩
識
刈
諏
榊
蠅
州
可

油
っ
受
付
ま
す
。

軽
に
一
、
受
付
期
間
阿

鯏
鮒
記
計
叩
か
ら
二
十
一
川

用
請
卜
熈
櫃
岬
帳
所
附
州

業
申
原
媒
税
州
務
所
。

函
辰
一
、
必
要
な
も
の

⑧
個
人
の
場
合

①
免
税
幡
汕
使
川
折
祉
（
新
規
叩
舗
對

は
機
械
”
譲
渡
祉
川
＃
）
。

②
耕
作
趾
明
佛
。

③
印
峨
・
〕

④
川
年
に
職
人
し
た
幌
汕
の
納
品
抑
し

⑤
両
森
映
収
人
脈
紙
、
Ⅲ
（
新
規
叩
柵

荷
と
叫
十
侃
年
中
に
使
川
荷
祇
が
無

効
に
な
る
も
の
）
・

一
僻
防
除
組
合
、
ト
ー
ソ
ク
タ
－
利
川
糾
合

仰
の
吻
合

伽
一
に
該
升
す
る
＃
割
の
ほ
か
に
、

①
受
碓
Ⅲ
秋
の
孤
川
価
‐

②
糾
合
凶
の
衙
飾
（
個
人
ご
と
に
川
印

す
る
こ
と
）

③
規
約
（
新
規
Ⅲ
諦
荷
の
み
）
“

④
組
合
踵
印

⑤
川
年
の
火
紬
と
梶
川
受
払
状
況
洲

⑥
昭
和
州
１
況
年
伽
作
堆
誹
剛
作
と
慨

川
叩
川
、
ノ
今
Ｉ
竜
－
Ｊ
ト
ー
．
Ⅶ
Ⅱ
令
吋
ｌ

》
洲
Ⅷ
河
ｖ
〃
畔
Ⅱ
〃
専
一
、
呵
価
１
１

苧 Il8
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金
木
町
展
業
委
国

会
と
金
木
地
区
催
業

一
副
し
改
良
將
及
所
で
は
、

一
曲
目
昨
年
、
鋤
ふ
ん
の
活

軍
一
駕
離
蕊

に
舩
雛
帽
雛
諦

田
試
綿
鍜
祁
懸

杓
細
鋪
瀦
糀

『
も
一
は
ど
う
か
、
と
い
う

鶏
籠
鯉
哩

膿
協
州
人
部
、
川
人

会
、
協
力
股
家
な
ど
関
係
輯
二
十
人
を

染
め
、
鶏
ふ
ん
川
の
米
と
普
皿
川
の
米

と
の
試
食
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
結
果
、
う
ま

い
と
い
う
の
が
期
ふ
ん
川
の
″
か
六
に

対
し
普
通
川
の
方
か
八
で
し
た
か
、
や

や
う
ま
く
な
い
、
う
ま
く
な
い
、
が
剛

ふ
ん
川
の
″
に
は
な
く
、
呰
迦
川
の
力

が
川
で
、
総
合
判
定
で
は
わ
ず
か
の
龍

蕊【
米
の
試
食
一
室
】

で
鶏
ふ
ん
田
の
方
に
軍
配
が
あ
が
り
ま

し
た
。金

木
町
展
業
委
員
会
と
金
木
地
区
農

業
改
良
普
及
所
で
は
、
今
年
も
試
験
を

実
施
し
て
、
結
果
か
よ
け
れ
ば
、
本
格

的
に
奨
励
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

引
揚
者
特
別
交
付
金
国
庫
仙
券
を
お

持
ち
の
刀
で
、
昭
和
四
十
四
年
七
月
、

八
月
の
集
中
豪
雨
お
よ
び
台
風
七
、
八

号
に
よ
り
被
淵
を
受
け
た
勘
合
は
、
そ

の
偵
券
を
買
上
げ
価
通
す
る
制
度
か
で

き
ま
し
た
・
・
被
沓
を
受
け
た
力
で
、
難

し
い
こ
と
を
知
り
た
い
″
は
、
役
泌
民

生
探
に
お
た
ず
ね
ド
さ
い
ｃ

裡
曲
ク
ラ
ウ
ン
ド
の
火
側
に
建
没
を

進
め
て
い
る
昭
和
四
十
四
年
腱
町
儲
住

宅
二
十
六
戸
か
間
も
な
く
完
成
し
ま
す

の
で
、
灰
ぎ
の
要
械
で
入
居
叩
込
を
受

付
し
ま
す
。

一
、
申
込
資
格
者
①
何
鳩
⑳
家
族
か

あ
る
者
②
任
七
に
困
っ
て
い
る

こ
と
か
明
ら
か
な
者
①
金
木
町

に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
を
洞
す
る

将
④
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

薇
⑤
年
収
か
一
定
の
雄
準
以
下

の
者
（
扶
産
家
族
一
人
の
場
合
五

卜
万
五
千
円
以
ド
、
二
人
の
吻
合

流
卜
五
万
円
以
下
、
三
人
の
賜
合

九
十
九
万
五
千
川
以
下
の
背
）

一
、
申
込
期
限
・
一
川
・
一
ｆ
Ｈ
ま
で

一
、
申
込
先
役
場
此
生
採
（
巾
込
川

紙
は
民
生
裸
で
交
付
）

引
揚
者
交
付
金
偵
券

の
買
上
げ
に
つ
い
て

町
営
住
宅
の

入
居
申
込
の
受
付

’
１
．
１
１
１
１

冬
は
感
氾
珊
故
が
発
生
し
が
ち
で
す

の
で
、
次
の
こ
と
に
允
分
ご
留
怠
な
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

①
脳
柱
に
の
ぼ
っ
た
り
、
地
線
や
変
圧

器
な
ど
に
ふ
れ
る
こ
と
は
、
絶
対
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
晒
柱
や
鉄
塔
の
近
く
で
の
タ
コ
あ
げ

や
ス
キ
ー
あ
そ
び
は
や
め
ま
し
ょ
う

＠
Ｗ
お
ろ
し
の
と
き
、
賊
の
上
や
近
く

の
他
線
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い

④
池
線
か
切
れ
た
り
、
野
の
亜
み
で
切

れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
と
き
は
、
近

く
の
晒
力
会
社
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

⑤
た
れ
さ
が
っ
た
り
、
切
れ
た
り
し
た

湛
級
に
は
、
絶
対
さ
わ
ら
な
い
こ
と

（
東
北
電
力
）

２
１
く
〃
β
フ
！
、
■
く
″
〃
つ
巴
、
く
″
Ｊ
ラ
６
１
〆
、
″
う
１
３
‐

金
木
南
中
が
大
活
躍

県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

一
月
十
三
川
か
ら
む
つ
巾
釜
臥
川
ス

キ
ー
場
で
附
か
れ
た
卵
一
・
十
川
以
下
中

学
校
ス
キ
ー
競
技
会
（
叫
子
一
部
）
で

金
木
耐
中
学
校
（
小
川
内
木
美
校
災
）

は
、
純
飛
蹄
を
中
心
に
大
活
雌
し
、
学

校
対
抗
紳
点
で
は
大
鰐
中
学
校
に
次
い

で
二
位
に
な
り
ま
し
た
。

純
飛
躍
競
技
で
は
腺
川
功
杵
が
－
３

８
．
８
点
（
銅
牌
、
釦
勝
）
で
一
位
、

匝
滕
一
弘
君
が
１
３
４
点
（
訓
勝
、
兜

勝
）
で
二
位
、
釧
川
川
払
君
が
１
０
９

一
、
住
宅
の
種
類
簡
易
耐
火
構
造
平

：
崖
建
て
第
２
種
住
宅

一
、
使
用
料
（
家
賃
）
月
三
千
円
の
予

定

一
、
そ
の
他
昭
和
Ⅷ
十
四
年
七
月
以

降
に
申
込
側
を
提
出
済
の
者
は
所

得
申
告
仲
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

感
髄
事
故
を

な
く
し
よ
う

な
ど
に
。
プ
レ
ゼ
ン
ト

十
四
日
会
（
代
表
者
川
中
盤
蔵
さ
ん
）

で
は
、
十
二
月
十
七
日
、
町
内
の
符
保

育
所
、
児
迩
飢
の
児
童
に
ク
リ
ス
マ
ス

プ
レ
ゼ
ン
ト
（
三
万
円
州
当
）
を
伽
り

喜
ば
れ
ま
し
た
。

十
四
日
会
と
い
う
の
は
、
町
内
の
阿

年
馴
業
家
打
志
卜
人
の
籾
峠
川
休
で
す

か
、
昨
年
も
剛
物
を
胴
け
て
い
ま
す
。

も
り
Ｆ
Ｄ
卜
Ｂ
■
ｐ
ｌ
も
④
夕
Ⅱ
ｑ
Ｂ
グ
ー
Ｑ
甲
卓
Ｐ
い
■
夕
Ⅱ
『
ゆ
ず
Ⅱ
■
■
夕
Ｌ
も
■
■
０
■
■
ｒ
ｈ
ｇ
Ｕ
Ｆ
ｐ
９
４
ｇ
Ｂ
Ｕ
参
■
Ｇ
■
巴

・
６
点
（
羽
厨
、
羽
研
）
で
四
位
、
神

島
敬
一
君
が
１
０
０
．
１
点
（
配
勝
、

妬
・
５
厨
）
で
五
位
と
、
六
位
入
尚
の

う
ち
四
人
が
入
没
す
る
と
い
う
快
挙
を

な
し
と
げ
ま
し
た
。

Ｆ
１
も
●
■
０
℃
■
Ｆ
Ｏ
？
Ｇ
Ｉ
Ｂ
Ｆ
■
Ｐ
Ｂ
ｆ
印
■
●
■
苧
■
◆
■
Ｐ
Ｄ
Ｇ
甲
Ｐ
■
も
Ｆ
ケ
■
↑
■
毎
６
や
■
●
■
●
■
タ
巳
●
■
Ｆ
■
。

沸
瀬
の
奴
師
り
（
代
衣
荷
山
巾
鴫
叫

郎
さ
ん
）
か
十
二
月
五
Ｈ
付
で
眼
文
化

財
の
桁
定
を
受
け
ま
し
た
。

洞
・
枢
月
届
出
分

生
ま
れ
た
人

☆
外
崎
川
紀
子
（
仇
腫
女
）
打
松
川

十
四
日
会
が
保
育
所

奴
師
り
が

県
文
化
財
に

掻
潮
蕊
鱗

念
〃
習
象
杖
婆
雁
捲
定
イ
も

零
“
官
警

泌
驚
憲
犀
さ
同
異
餐
痘

【
文
化
財
指
定
書
〕

姿
繩
泳
農
鍵
育
馨
貸
含

☆
泉
谷
光
戯
（
和
雄
３
男
）
川
倉
柵

☆
川
中
和
也
（
金
一
長
醐
）
若
松
町
洲

☆
中
谷
浩
二
‐
（
清
彦
長
郷
）
川
倉
細
Ｊ

☆
中
谷
諭
（
俊
逸
踵
列
）
川
倉
州
４

仙
川
／
Ｉ
、

☆
白
川
瑞
代
。
（
勝
縊
腿
女
）
若
松
町
州

☆
樹
丸
興
民
（
恒
怖
２
Ⅶ
）
附
斯
町
州

☆
佐
藤
化
子
（
又
一
郎
瞳
女
）
Ⅲ
遊
町
洲ⅢⅡ

☆
沢
川
川
艮
（
悦
郎
長
兜
）
美
肺
町
細

☆
白
川
冬
美
（
文
列
長
女
）
沢
部
州ⅡⅡ

☆
沌
励
光
子
（
Ⅲ
治
艮
女
）
苦
松
町
洲１

扣
叩

☆
白
川
災
瀧
子
（
久
慶
３
女
）
川
向
洲

☆
白
川
忠
（
武
：
艮
女
）
州
新
川
柵

☆
原
川
勝
彦
（
誠
一
展
側
）
藤
枝
州

☆
大
槻
利
災
（
竹
二
郎
２
女
）
川
道
町
州

☆
白
川
剛
宏
（
清
川
２
Ｗ
）
沢
部
州

☆
今
麻
子
（
料
大
越
女
）
粁
兄
川
柵

☆
岡
川
侭
川
（
捜
列
２
側
）
林
町
冊

☆
中
川
路
恋
（
術
冶
及
女
）
洲
見
町
州

☆
膝
北
小
百
合
（
文
雄
２
女
）
化
派
Ⅲ
洲

☆
伊
丸
岡
佐
緒
州
（
師
英
長
女
）
淵
兄
町
柵

☆
占
川
健
一
（
秀
悦
艮
列
）
川
端
川
州

☆
木
下
番
（
祥
股
女
）
下
鍛
治
川
州

☆
川
巾
英
枠
（
腱
的
優
叫
）
下
鍜
冷
町
洲

☆
弧
崎
秀
勝
（
勝
長
叫
）
下
斯
町
州

☆
原
川
幸
子
（
枠
雄
長
女
）
中
杣
木
洲

☆
斎
滕
考
幸
（
行
椛
腿
珊
）
川
巾
州

☆
秋
・
旭
隆
棚
（
金
造
２
列
）
來
町
柵

☆
斎
滕
忠
美
子
（
彦
・
一
・
長
女
）
束
町
剛

☆
陳
刀
良
治
（
又
弘
災
Ⅶ
）
下
小
栗
町
柵

☆
鵬
海
あ
ゆ
子
（
淳
２
女
）
水
川
州

☆
浜
川
川
子
（
満
良
女
）
巾
町
洲

☆
川
叩
美
川
紀
（
贋
「
及
女
）
新
堤
町
州一

死
ん
だ
人

★
打
川
巾
太
郎
（
〃
九
）
若
松
町

★
中
谷
ミ
ヨ
（
〃
川
）
川
術

★
川
巾
附
則
毎
・
凡
）
北
新
町

★
大
怖
鰯
人
郎
（
六
八
）
浦
川

★
内
川
み
せ
（
じ
一
）
川
愈

★
占
川
服
五
郎
（
Ⅶ
〃
）
ｋ
柏
木
町
Ⅲ

★
今
盛
栄
（
凡
八
）
北
本
町
．
‐
‐

★
工
藤
よ
れ
（
九
・
善
野
崎
”
〃

★
沢
川
清
治
（
ｎ
ご
下
鍛
冶
町
“
州

★
阿
部
ハ
ヅ
（
六
九
）
叩
派
立


